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AIと生きる世界

【まとめ】
・各分野に共通するAIと生きるための示唆

・AIによる行為の責任の所作を予め明確にする
・AI を利用するのは、あくまでも人間だという前提で、

人間主体の表現方法や権利を確保する
・そのために、利用者は「能動的なユーザー」になる意識が必要

EU のAI規定法案では、AIを使用する際のリスクを軸にしている。
⇒今後は、各リスクを検討したうえで、それぞれのレベルで

AI利用の際の責任の所存を規定する必要がある

川村ゼミチームさと子‼プレゼンツ

進化し続けるAIの及ぼしうる影響・リスクを挙
げながら、AIを支配し共存できるのかを考察


